
（別紙３）

～ 2026年　1月　8日

（対象者数） 24 （回答者数） 20

～ 2026年　1月　19日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
送迎時などの情報は今後も当日のうちに職員間で共有を行い
すぐに必要な取り組みを行えるようにしていく。

2
児童の特性に合わせたプログラムを提供できるように今後も
職員間での連携を図っていく。

3
他の職員の専門的な支援が行えるように作業療法士自ら研修
を行い全員のスキルアップを目指していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
月に一度のアプリ便りではレクなどの様子を載せるだけで
ページがいっぱいになってしまうため防災訓練をした時の様
子だけのものを配布していく。

2
どのような内容の保護者会だったら参加をしてくれるかのア
ンケートを取り開催が出来るようにしていく取り組みが必
要。

3
まずは系列店舗のご利用者様、職員を事業所に招待をし交流
を図っていく必要がある。

○事業所名 アプリ児童デイサービス八千代台

○保護者評価実施期間 2025年　12月　4日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年1月28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域住民との交流が出来ていない。
地域住民の方へどのようなアプローチをとればいいのかが分か
らない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

災害時の訓練など行えているが保護者様への周知が出来ていな
い。

アプリ便りや連絡ノートで周知をしていく。

保護者会を開催出来ていない。
毎年の事業所評価アンケートにて開催を望む声が少なく開催に
踏み込めていない。

保護者様との信頼関係がしっかりと築けていること。
送迎時など常に保護者様の要望を聞くことによりどのような療
育を行っていけばよいかを早期に発見し取り組めるよう工夫を
している。

日々プログラムが固定化しないよう支援を行えている。
プログラムが固定化しないよう職員間で意見を出し合い児童が
飽きないように工夫することが出来ている。

児童1人1人に合った療育を提供することが出来ている。
通所している児童の特性上、手先の強化が必要と判断している
児童が多いため、作業療法士による専門的な支援を行えるよう
に工夫をしている。

事業所における自己評価総括表公表


